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■編集部より■
本書は，1994年刊行の『スカイラインGT-R　レース仕様車の技術開発』の新
装版です。本書記載事項については，初版刊行の1994年時点の内容となります
のでご了承ください。
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再刊にあたって

R32GT-Rが世に出てからすでに30年の月日が流れた。にもかかわらず，今でも多く
のR32GT-Rがユーザーに乗り続けられ，そして愛されていることに，設計者の一人と
してこの上ない喜びを感じている。
第一級のスポーツセダンとしての資質と，グループAレースでのポテンシャルを両立
させることを目標に置き，そしてその通りにこのクルマを開発できたことが評価された
結果だと，自分なりには理解している。
R32GT-Rの開発中は，チーム内ではけんか腰の議論に明け暮れていたが，良いクル
マを作るという目的が共有されていたので，とことん議論を尽くした後では頭の中がす
っきりとして，わだかまりを残さなかった。その開発チームのメンバーは，今でも毎年
のP901（1990年に走りで世界一を目指すという日産社内の運動）同窓会に集い，当時の
思い出を語り合っている。
その一人ひとりの情熱がR32GT-Rというかたちに結晶し，グループAレース制覇に
繋がっていったのではないか。
30年前にR32GT-Rをリアルタイムで体験された方は無論のこと，今新たに本書を手
に取られた方にも，クルマを開発するということの楽しさ，そしてそのプロセスを少し
でもお伝えすることができれば望外の幸である。

石田宜之
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おわりに

グループA規則／

グループAスカイライン成績／
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ろう。日産自動車は 2代目GT－RとなったKPGC110を約200台世に送り出した後，この
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90年 2月，デビューレースを１か月後にひかえ，西日本サーキット（美袮サーキッ
ト）でテストを行った 2台のR32GT-R。左がリーボック号，右がカルソニック号。
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3. RB26DETTエンジンの性能特性
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3. RB26DETTエンジンの性能特性
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4.エンジンの概要とグループA仕様への改造
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6.グループA仕様GT－Rの車体開発
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7.シャシー関係のユニット開発
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